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次の文章を読み、以下の問いに答えよ。 

 

価格は「誰が」「何を」「どれだけ」消費するかを決める手段の一つであるが、一般に、価格

が上昇すると消費しようとする人は減少し、逆に価格が低下すると消費しようとする人は増加

する。この原理を応用すると、収容能力が一定である場合の混雑の度合いを価格によって調整

することができる。 

例えば、鉄道車両の座席数には限りがあるが、座席指定車やグリーン車については、料金は

自由席よりも高いが、座席指定券やグリーン車券は座席数しか発売されないので、それらを購

入すれば必ず座席を確保でき、車内も空いている。それに対して、自由席車は混んでいる時が

多く、必ず座れるという保証もない。座席指定制のない首都圏の通勤電車などは、四六時中混

んでいて、快適には程遠い状況である。 

 ここで注目すべきは、座席指定車（ グリーン車を除く）と自由席車とで鉄道会社にとって鉄

道サービスを供給するうえで費用に差はないという点である。供給するうえで費用がかかるも

のやサービスほど、その価格は高くなるというのが常識であろう。そうだとすれば、座席指定

車の利用料金の方が、自由席車のそれよりも高いことは、この常識に反している。それにもか

かわらず、鉄道利用者たちはこの料金差に文句をつけない。それは鉄道利用者たちが、鉄道サ

ービスの供給費用に変わりはなくても、座って快適に旅行したいと思ったら、自由席車よりも

高い料金を支払わなければならないことを理解しているからであろう。すなわち、このケース

では、人々は価格は混雑の度合いを調整する手段の一つであることを理解しているといってよ

い。 

 ところが、高速道路の通行料金となると、利用者の反応は違ってくる。たまたま、筆者の手

元に雑誌『ＡＥＲＡ(アエラ)』の 94 年 2 月 21 日号があるが、その中に「高速道路通行料金、

償還すんでも値上げ一直線の不思議」という記事がある。同記事は（「新幹線や飛行機よりも割

高で、ギネスブックもびっくりの高速道路の通行料金がまた値上げされそうだ」(24頁)と述べ

て、「いつも大渋滞の道で、お上が年貢を取るやり方だ」(24 頁)という一利用者の憤慨の声を

取り上げている。 

 ここで示されている常識は、（「建設費、借入利息など総費用はすでに通行料金で全額、償還済

みだ。本来なら、無料開放されていい」(24 頁)というものであり、「大渋滞でサービスが悪い

のに通行料金を上げるのはけしからん」というものである。つまり、前者は供給者にとって費

用のかからないものの価格はゼロにすべきという常識であり、後者は混雑していてサービスが

悪いのに価格を引き上げるのは理屈が通らないという常識である。 

 これら二つの常識は、供給者にとって（「特別の費用がかからなくても、混雑がなく座席が必

ず確保できる座席指定車」の方が、（「混雑していて必ずしも座席が確保できない自由席車」より

も高いことに理解を示す人たちと同じ人たちの常識なのである。同じ人たちが、このように全

く異なる常識を示していながら、矛盾していることに少しも気づかないのはなぜだろうか。 

 価格とは、ものやサービスを誰にどれだけ分配するかを決める手段の一つだということを理

解すれば、大渋滞だからこそ高速道路の通行料金を引き上げる必要があることが理解されるは

ずである。償還が済んだからといって無料開放すれば、高速道路を利用しようとするドライバ

ーは一層増えて、高速道路はますます渋滞するだろう。その場合には、無料で走れる一般道路

を走っても、無料で走れる高速道路を走っても、目的地までの到達時間が同じになる水準まで、

どちらの道路も渋滞するはずである。それに対して、高速道路の通行料金を引き上げれば引き
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上げるほど、利用者は減っていき、高速道路の渋滞は緩和されるだろう。しかし、高速道路の

通行料金を上げれば上げるほど、他方で、一般道路は通行料金という利用者を限定する機能を

持たないためにますます渋滞する。これでは一方の問題を、他方の問題の悪化を犠牲にして解

決することになる。このような他方の犠牲を伴うことなく高速道路の渋滞を解決する方法は、

値上げした高速道路の通行料金で、高速道路を拡幅したり、代替的な高速道路を建設すること

である。 

 実際に、日本道路公団は東名高速の通行料金を引き上げ、そこで得た収入で第二東名高速を

建設しようとしている。しかし、ここでも、常識は「東名高速はもう、建設費も利息支払いも

全部償還済みですね。本来なら無料開放されていい。東名を走る車は、自分が走らない高速道

路の建設費を払わされている」 前出の『ＡＥＲＡ』25 頁）と、東名の通行料金を第二東名の

建設費にあてることを批判している。しかし、東名の通行料金で第二東名が建設されれば、東

名を走るのをやめて第二東名を走る車が増えるから、東名の利用者もより空いた道路をより早

く、快適に走れるという利益を受ける。そうであれば、現在の東名の利用者も第二東名建設資

金の一部を負担してもよいと考えるのではないだろうか。さらに、東名と第二東名が自動車交

通を分担し合うようになれば、その時には、東名の通行料金を引き下げても、従来のように交

通量が増えて渋滞が起きることもなくなる。つまり、低い通行料金でも流れのよい高速道路を

つくるには、高速道路網自体を拡大して、高速道路全体が受け入れることができる交通容量を

大きくすることが必要なのであり、そのためには利用者も負担を惜しむべきではないのである。 

 

 出典：岩田規久男『経済学を学ぶ』 ちくま新書、1994年）） 

 

問1．波線部で示されている「矛盾」とは具体的にどのようなことか、「全く異なる常識」が 

意味することを明らかにした上で、200字以内で述べよ。 

問2．あなたが東名高速の利用者であるとして、下線部のように考えるか否か、理由とともに 

100字以内で述べよ。 

問3．あなたは日常生活において、「価格」からどのような情報を得ているか、また、価格の 

変化(価格が上がったり下がったりすること)に対してどのように反応しているか述べよ。 
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